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（1） 障がい者の就労支援拡大   

パーソルＨＤ、デジタル人材に 

＊パーソルホールディングスは、発達障害を抱える人のデジタル分野への就

労支援を拡大。 

・最長 2年間、専門知識を学んでもらい企業への就職を後押し。 

・3年間で 175人の育成を目指します。 

＊3月に障がい者の法定雇用率がこれまでの 2.2%から 2.3%に引き上げ。 

＊ゼネラルパートナーズはＩＴに特化した支援拠点を運営。 

＊パソナグループも障がい者受け入れのコンサルティングを提供。 

＊民間企業の障がい者雇用数は、2020年に 57万 8千人と過去 10年間で 7

割増。 

＊国内総生産（ＧＤＰ）比の障がい者らに対する公的支出は日本が 1.1%で、

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）平均の 2%を下回ります。 

（2021年 10月 15日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

（2） 障害ある子の教室 改善急務   

特別支援学校に初の設置基準 

入学増で 2019年 3000室不足   「共生」のあり方議論必要 

＊障害のある子供が学ぶ特別支援学校の施設が満たすべき要件を定める設

置基準が 9月に公表されました。来年 4月から施行。 

・背景には、在籍する子供の増加による慢性的な教室不足があります。 



＊特別支援学校は今年 5月時点で全国に 1160校。 

＊設置基準は 1学級の子供の数の上限を幼稚部は 5人、小学部と中学部は 6

人、高等部は 8人と規定。 

＊全国の公立特別支援学校の不足教室数は、2019年 5月時点で 3162教室。 

＊特別支援教育を受ける子供の増加。 

・小中学校に置かれる「特別支援学級」や、通常の学級に在籍しながら週

1~8時間、別の場で障害に応じた指導を受ける「通級」をする子供たちです。 

＊小中学校段階に限ると、特別支援教育を受ける児童生徒は 2019年度で全

体の 5.0%。 

・知的障害や自閉症、発達障害などの増加が目立ちます。 

＊2007年、日本はそれまでの「特殊教育」を特別支援教育に転換。 

・知的な遅れのない発達障害にも対象を広げました。 

・一定の障害のある子は原則、特別支援学校に入る仕組みから、本人や保護

者の意見も踏まえて総合的に判断する方式に変わりました。 

＊2018年度から高校にも通級指導が導入されました。 

＊特別支援学校の子供が地元の小中学校に「副次的な籍」を置き、交流する

取り組みも広がっています。 

（2021年 10月 19日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

 

 

 

 

 

（3） 歩行動画で転倒予防  ＡＩ、体の衰え解析 

＊新型コロナウイルス禍の外出自粛によって高齢者の身体機能の低下（フレ

イル）が懸念されます。 

＊予防に一役買うのがエクサホームケアが普及を進めるアプリ「ケアコチ」。 

・歩行の動画から衰えた部位を解析し転倒などを防ぎます。 

・高齢者に 5Ｍ歩いてもらい後姿を撮影。 

・撮影は一人歩きの様子と歩行器を使った時の様子の 2回。 

・ＡＩが肩や脚の 13箇所を検知。 

・転倒リスクの高さを判定。 

・全 10種目のうち 2種目の運動メニューを利用者に提示。 

（2021年 10月 19日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 



今月の福祉用具－コミュニケーション関連用具 

視覚障がい者のための福祉用具  パソコン関係 

①画面読み上げソフト 

＊画面の情報を音声で読み上げるためのソフト。 

②メールソフト 

＊視覚障がい者にとって使い勝手よく配慮されたメール専用のソフト。 

③インターネット閲覧ソフト 

＊インターネットのコンテンツを読み上げるためのソフト。 

④ニュース閲覧、辞書検索ソフト 

＊インターネットから得られるニュースや辞書検索結果を複雑な手続きなく得

られるソフト。 

⑤活字読み取りソフト 

＊印刷された文書をスキャナで読み取り、読み取った文字をテキストデータに

変換するためのソフト。 

⑥画面拡大ソフト 

＊画面全体または一部を拡大して表示するためのソフト。 

⑦拡大表示ソフト 

＊すべての画面情報ではなく、特定のソフト内の文字を拡大して表示するため

のソフト。 

⑧点訳ソフト 

＊漢字仮名混じりの文章を点字に翻訳するためのソフト。 

⑨音声入力・音声認識システム 

＊コマンドやデータの入力をマウスやキーボードの代わりに声で行うためのソ

フト。 

（参考：福祉住環境コーディネーターテキスト＆福祉用具専門相談員研修用テキスト・介護用品カタログより） 

 

 

 


